
○ 特定危険部位（ＳＲＭ）はあらゆる月齢から除去

○ 輸出される牛肉は２０か月齢以下と証明される
牛由来であること

（月齢の確認方法：
①生産記録 ②生理学的成熟度（A40以下）。）

○ 日本向け牛肉が、処理から出荷まで他の牛肉と
識別されること。

日本向け牛肉等の条件
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(参考資料 ２)

資料　６－３



月齢判別方法について（米国の例）

２０か月齢以下の牛の月齢の確認

○ 個体毎の月齢証明
生産農家の出生記録

○ 群毎の月齢証明
同じシーズンに生まれた

牛を群で管理
（群で最初に牛が生まれた
日付をその牛が含まれる群
全ての牛の出生日とする）

○ 枝肉の生理学的成熟度
・肉質等級の格付の際、牛の生理学
的成熟度についても判定し、総合的
に格付を実施。
・若い牛からＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅと５段階
に区分。さらに各区分ごとに、00、
10、20、、、100までに分かれ、数字
が少ないほど、月齢が若いと判断。

Ａ４０以下＝２０か月齢以下

出生記録を利用 牛肉の格付制度を利用

生産農家 育成農家 フィードロット と 畜 場

約６ヶ月 ＋ ＋６～８ヶ月 ３～４ヶ月 ＝ １５～１８ヶ月
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◇牛の月齢判別に関する検討会報告書
(概要 平成17年2月公表)

（４）総合的な評価
A40の評価決定ポイントは高い精度での判別が可能。

牛枝肉の生理学的成熟度を客観的に判別する基準と
しては適当。

仮にＡ40を基準として採用する場合には、
・A40の評価決定ポイントの明確化、検査官への周知
徹底

・評価結果の記録・保存が必要
→ 輸出プログラムに反映

・追加的な検証又は実施後のフォローアップが必要

月齢判別方法について

＜留意すべき事項＞
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○ 米国農務省の最終報告書 表１ 成熟度Ａにおける成熟度の特徴

脊柱全体に軟
骨の形跡

脊柱全体に軟骨
の形跡

脊柱全体に軟
骨の形跡

脊柱全体

完全に融合分離、

上部に軟骨の
形跡

明確な分離、上
部に相当の軟骨
の形跡

はっきりした分
離

仙椎

ほとんど完全に
骨化

上部がほぼ骨
化

上部が部分的に
骨化

骨化なし腰椎

多少骨化の形
跡

骨化なし骨化なし骨化なし胸椎

繊細、やや明る
い赤色

非常に繊細、や
や明るい赤色

非常に繊細、明
るい赤色

非常に繊細、明
るい灰赤色

赤身の質感と
色

わずかに幅広く、
わずかに平坦

やや平坦に、ま
た狭くなる傾向

平坦になる傾向わずかに平坦
になる傾向

肋骨

わずかに柔らか
い、わずかに赤
い

やや柔らかい
傾向、多孔質

柔らかい傾向、
多孔質、赤

柔らか、多孔質、
非常に赤い

脊柱の断面

A100A50A40A00
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評価決定ポイントの明確化

○ 米国農務省からの追加情報：生理学的成熟度の判別に係るガイドライン

成熟度Ａにおける成熟度の特徴

ほとんど完全に
骨化

上部がほぼ骨
化

上部が部分的に
骨化

骨化なし腰椎

やや明るい赤
色

やや明るい赤
色になる傾向

明るい赤色明るい灰赤色赤身の質感と
色

完全に融合分離、

上部に軟骨の
形跡

明確な分離、

上部に相当の軟
骨の形跡

はっきりした分
離

仙椎

A100A50A40A00
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生理学的成熟度Ａの主な特徴

○分離
○上部に軟骨の

形跡

○明確な分離
○上部に相当の

軟骨の形跡
仙椎

上部がほぼ骨化
上部が部分的に
骨化

腰椎

Ａ５０Ａ４０

牛せき柱背側断面
模式図(腰椎以降)

腰椎

仙椎

尾椎
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腰椎の評価（骨化について）

○骨化とは、
軟骨（軟らかく、白色）→硬骨（硬い骨）

○腰椎の場合、棘突起上部の軟骨が
評価決定ポイント 骨化の進行（若い） （高齢）

軟骨だけ

白色の部分
が軟骨

部分的に骨化

赤色の部分が
骨化

ほぼ骨化

白色の軟骨
がない

棘突起上部の軟骨

A４０

棘突起

（←頭部） A30 A40 A50

Ａ４０：上部が部分的に骨化
Ａ５０：上部がほぼ骨化
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牛の月齢の分布
(オリジナル研究+フォローアップ研究)
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頭数

A40以下 A50～A90 B以上

調査頭数=4,329

米国提出報告書よりA40と判定された牛
の月齢の範囲

米国産牛肉

輸入条件

698 619 1,043



総合的成熟度月齢分布表 (米国側提出報告書より)
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1

1

29

1

1

30

4329612011135182421691043314394368619698278271合計

1152112C00≦

11B60

3111B50

11B40

10111111112B30

1613714B20

19119134B10

4512324541321313B00

103214311714361521241A90

449221711395521856163111511A80

12206489474411259024141149473A70

14713669392971051711022043351085A60

6336191018101061519312680131A50

2841147410350375A40

60364713A30

3111A20

合計282726252423222120191817161514131211



○年間２，７００万頭の牛枝肉を格付
（約１６０名の格付検査官が格付）

○約９割が２０か月齢以下の牛の枝肉
＝ 約２，４３０万頭

○Ａ４０以下と格付されるもの：１割弱
＝ 約２７０万頭

○出生記録で月齢が確認されるもの：１割弱
＝ 約２７０万頭


